
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
類
同
・
例
示
」
等
の

表
現
法
「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
に
つ
い
て

佐

　

々

　

木

峻

目
　
　
次

は
じ
め
に

一
、
法
華
首
座
開
音
抄
に
つ
い
て

二
、
三
教
指
帰
注
に
つ
い
て

三
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
に
つ
い
て

四
、
高
山
寺
本
古
往
来
に
つ
い
て

五
、
古
本
説
話
集
に
つ
い
て

お
わ
り
に

は
　
じ
　
め
　
に

現
代
語
に
於
い
て
は
、
「
類
同
・
類
似
」
、
「
例
示
・
状
態
」
の
表
現
法
に
、
多
く
、
「
～
の
よ
う
だ
。
」
の
言
い
か
た
を
す
る
。
ま
た
、
文
章
語

と
し
て
は
、
「
～
の
如
く
で
あ
る
。
」
と
も
言
う
。

（1）

こ
れ
ら
二
様
の
表
現
法
の
成
立
・
展
開
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
の
論
究
が
あ
る
。
し
か
し
な
磨
受
そ
れ
ら
は
、
平
安
時
代
以
前
が
論
．
の
主

題
と
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
中
世
以
降
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
に
つ
い
て
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八
二

へ

2

）

と
こ
ろ
で
、
最
近
公
刊
さ
れ
た
、
院
政
期
書
写
の
新
資
料
『
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
』
に
は
、
左
の
如
き
例
が
見
ら
れ
る
。

○
鋸
酎
輿
ン
ヌ
レ
ハ
（
ト
）
麻
－
ァ
サ
ニ
云
（
フ
）
ハ
マ
カ
レ
ル
ヨ
モ
キ
ナ
レ
ト
モ
ア
サ
ヲ
ノ
ヲ
ヒ
マ
シ
バ
ン
ヌ
レ
ハ
不
ト
モ
扶
壱
直
シ
、
劫
司
悪
人
ナ
レ
ト

（揉）

（友）

モ
吉
（
キ
）
共
ニ
マ
シ
バ
ン
ヌ
レ
ハ
善
人
ト
成
ル
、
（
十
一
オ
1
）

「
そ
の
や
う
に
」
と
あ
る
。
こ
の
「
類
同
」
表
現
は
、
本
文
献
中
の
孤
例
で
あ
る
。
か
つ
、
同
期
以
前
の
文
献
に
つ
い
て
も
、
未
だ
報
告
さ
れ
た

こ
と
を
聞
か
な
い
。

室
町
時
代
ま
で
降
れ
ば
、
こ
の
趣
の
表
現
儀
は
、
さ
し
て
珍
ら
し
く
は
な
く
な
る
。
大
蔵
流
虎
明
本
狂
言
の
中
か
ら
、
二
三
の
例
を
拾
う
な
ら

ば
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

○
こ
の
や
う
な
見
事
な
く
り
は
あ
る
ま
ひ
と
お
も
ふ
が
。
（
栗
焼
一
7
2
3
＜
臨
川
書
店
版
に
拠
る
。
＞
以
下
同
じ
。
）

○
先
身
共
に
談
合
も
せ
ひ
で
、
そ
の
や
う
な
事
を
す
る
も
の
で
お
じ
や
る
か
。
（
八
幡
の
前
　
二
塑

○
わ
た
く
L
が
女
を
は
む
る
で
は
な
ひ
が
、
誠
に
あ
の
や
う
な
り
こ
ん
な
女
は
御
ざ
る
ま
ひ
。
（
右
近
左
近
　
二
型

こ
れ
ら
、
「
こ
の
」
「
そ
の
」
「
あ
の
」
　
の
指
示
詞
と
「
や
う
」
と
の
複
合
し
た
室
町
時
代
の
「
類
同
・
例
示
」
　
の
表
現
法
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代

の
そ
れ
と
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
の
解
明
は
将
来
の
課
題
と
し
、
今
は
、
左
の
五
文
献
（
片
仮
名
交
り
文
を
中
心
と
す
る
）
　
に
基
い
て
、
「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
の
記

述
を
試
み
る
も
の
と
す
る
。

一
法
隆
寺
蔵
法
華
百
座
間
書
抄
院
政
期
書
写
本

二
　
中
山
法
華
窪
寺
蔵
三
教
指
帰
注
院
政
末
期
頃
書
写
本

三
　
高
山
寺
蔵
光
言
句
義
釈
聴
集
記
正
安
元
年
校
本

四
　
高
山
寺
蔵
古
往
来
院
政
期
書
写
本

五
　
梅
沢
彦
太
郎
氏
蔵
古
本
説
話
集
鎌
倉
中
期
頃
書
写
本



右
の
中
、
「
～
三
が
片
仮
名
交
り
文
資
料
、
四
が
訓
点
資
料
、
五
が
平
仮
名
文
資
料
で
あ
る
二
圭
一
も
、
そ
れ
ぞ
れ
文
章
の
性
格
を
異
に
す

る
面
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
以
下
に
記
述
す
る
「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
の
状
況
に
も
、
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。

一
、
法
華
首
座
開
音
抄
に
つ
い
て

（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

「
如
し
」
が
渡
文
訓
読
特
有
の
語
で
あ
り
、
「
や
う
な
り
」
と
位
相
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
法
華
首
座
開
音
抄
に
は
、
「
如
し
」
は
、
左
の
1
例
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

（
概
）
　
－
　
－

○
心
経
大
既
如
此
。
（
ウ
5
）

こ
れ
は
、
第
五
番
目
の
講
師
（
未
詳
。
法
相
宗
か
）
の
言
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
「
や
う
な
り
」
は
、
慣
用
的
な
「
か
や
う
に
」
が
、

○
ソ
ノ
経
ハ
、
剖
可
引
⇒
タ
、
一
品
ヲ
キ
ク
こ
、
ア
ラ
タ
ナ
ル
謹
マ
シ
マ
ス
経
ナ
リ
。
（
オ
3
0
9
　
講
師
は
春
雲
房
、
天
台
宗
）

O
「
修
摂
其
心
」
ト
申
ハ
、
刺
刊
l
ヨ
ー
ヲ
ホ
シ
ヌ
ル
へ
キ
ニ
ヤ
侯
ラ
ム
。
（
オ
3
6
1
　
講
師
は
実
数
房
、
天
台
宗
）

○
功
徳
毛
利
刊
引
J
J
つ
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
ノ
六
根
ノ
ク
シ
テ
ソ
ナ
パ
ル
コ
ト
、
、
コ
、
．
ロ
へ
サ
セ
タ
マ
フ
へ
キ
ナ
リ
。

（
ウ
1
9
9
　
講
師
僧
善
法
房
、
天
台
宗
）

の
3
例
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
般
的
な
「
～
や
う
に
」
は
、
左
の
1
例
の
み
で
あ
る
。

〇
一
恒
河
沙
ト
ハ
、
ヒ
ロ
サ
冊
里
ナ
カ
サ
冊
里
ノ
恒
河
く
ノ
シ
タ
ナ
ル
ス
ナ
ヲ
、
コ
ノ
ニ
ハ
ナ
ル
ス
ナ
コ
ト
ハ
カ
レ
ニ
ク
ラ
フ
レ
ハ
、
対
－
バ
リ
l
惑

4
刊
矧
っ
ユ
ナ
ム
ア
ル
へ
キ
。
（
オ
3
7
8
　
講
師
は
党
誉
、
法
相
宗
）

法
華
百
座
間
書
抄
は
、
1
0
名
の
講
師
が
、
交
替
で
説
経
に
携
っ
た
、
講
説
の
聞
書
で
あ
る
。
右
の
「
如
し
」
「
や
う
な
り
」
の
計
5
例
に
つ
い

て
は
、
1
0
名
中
5
名
が
、
各
一
回
使
用
し
、

如
し
…
…
法
相
宗
カ
（
1
名
）

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
に
つ
い
て

八三．
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や
う
な
り
…
…
天
台
宗
（
3
名
）
・
法
相
宗
（
1
名
）

と
、
「
や
う
な
り
」
は
、
天
台
僧
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
春
雲
房
・
実
教
房
・
善
法
房
の
天
台
僧
、
及
び
、
法
相
宗
の
党
誉
は
、

（5）

1
0
名
の
僧
の
中
で
も
、
中
世
語
を
多
用
す
る
こ
と
の
顕
著
な
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
「
や
う
な
り
」
使
用
と
中
世
語
使
用
．
と
の
間
に
、
一
脈
通
じ
る

も
の
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（6）

な
お
、
右
の
「
如
し
」
「
や
う
な
り
」
の
い
ず
れ
も
、
説
経
の
場
面
に
限
ら
れ
て
お
旦
説
話
の
場
面
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、

後
述
の
三
教
指
帰
注
の
場
合
と
は
隔
た
る
も
の
が
あ
る
。

次
に
、
五
文
献
中
で
の
使
用
頻
度
で
は
、
．
本
文
献
が
最
少
で
あ
る
。
三
教
指
帰
注
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
他
三
文
献
と
、
使
用
頻
度
に
関
し
て
・
一
線

（7）

を
劃
し
て
い
る
。
他
三
文
献
と
い
え
ど
も
、
例
え
ば
、
平
家
物
語
に
比
べ
る
と
、
や
や
劣
る
と
さ
れ
る
。

二
、
三
教
指
帰
注
に
つ
い
て

慣
用
的
な
「
か
く
の
如
し
」
が
7
例
あ
り
、
一
般
的
な
「
～
如
し
」
は
、
1
例
も
見
ら
れ
な
い
。

三
教
指
帰
注
の
文
章
は
、
大
別
し
て
、
被
注
語
句
及
び
注
釈
文
か
ら
成
る
注
釈
場
面
と
、
注
釈
に
関
連
し
て
展
開
せ
ら
れ
る
説
話
場
面
と
の
二

か
ら
成
っ
て
い
る
。

注
釈
場
面
で
の
も
の
は
、
次
の
4
例
で
あ
る
。

ク

　

　

（

マ

マ

）

（

物

）

○
謝
（
ト
）
云
三
ハ
如
是
亀
毛
先
生
オ
著
書
エ
ア
ラ
ス
ト
云
（
ヱ
意
也
。
（
十
三
オ
7
）

（
シ
）
　
（
ノ
）

○
日
本
国
ノ
藍
染
ノ
ヤ
ウ
モ
如
　
是
。
（
十
九
オ
2
）

ノ

○
其
（
ノ
）
故
ハ
三
孝
指
帰
ヲ
作
ラ
ム
故
二
如
（
キ
）
是
一
名
ヲ
立
（
テ
）
タ
リ
。
（
六
オ
6
）

○
非
（
ト
）
云
（
フ
＝
嫡
男
副
男
物
二
非
ス
ト
云
（
フ
）
卑
下
ノ
詞
也
。
（
十
三
ウ
8
）

連
用
形
・
終
止
形
が
各
1
例
、
連
体
形
が
2
例
で
あ
る
。
連
体
形
の
2
例
に
つ
い
て
は
、
「
如
」
字
に
送
仮
名
が
存
せ
ず
、
「
如
き
」
で
あ
る
か



「
如
き
ノ
」
で
あ
る
か
は
、
確
証
が
得
ら
れ
な
い
。
後
述
の
光
言
句
義
釈
聴
集
記
や
古
往
来
に
は
「
如
き
ノ
」
と
あ
る
例
も
散
見
し
、
平
家
物
語

で
は
、〇

八
月
廿
日
相
模
国
土
肥
へ
越
テ
矧
政
司
判
瑚
判
の
ヲ
ト
ナ
共
ヲ
召
テ
サ
テ
此
上
ハ
イ
カ
、
有
へ
キ
ト
評
定
ア
リ
。
（
延
慶
本
二
末
五
十
二

ウ
　
山
田
孝
雄
博
士
『
平
家
物
語
の
語
法
』
細
頁
　
同
博
士
に
よ
れ
ば
」
「
カ
ク
ノ
コ
ト
キ
ラ
ノ
池
ハ
」
　
（
五
本
六
オ
｝
　
の
例
の
御
指
摘
も
あ
る
。
）

覚
一
本
で
は
」

○
土
産
根
料
ど
と
き
の
物
を
も
こ
ひ
給
へ
か
し
。
（
日
本
古
典
文
学
大
系
木
上
3
6
1
頁
）

（乞）

と

さ

ん

ら

う

れ

う

　

　

　

　

も

の

　

た

い

せ

つ

○
土
産
根
料
ど
と
き
の
物
も
大
切
に
候
。
．
（
同
右
上
3
6
2
頁
）

と
あ
り
、
す
べ
て
「
如
き
ノ
」
と
あ
る
。
「
如
き
」
と
「
如
き
の
」
、
「
如
き
の
」
と
「
如
く
な
る
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
追
究
さ
る
べ

き
問
題
が
あ
る
。

説
話
場
面
に
用
い
ら
れ
た
も
の
は
、
次
の
3
例
で
あ
る
。

○
如
（
ク
）
是
－
（
ノ
）
高
名
シ
テ
ツ
マ
ラ
ス
シ
テ
斉
国
（
l
こ
カ
ヘ
リ
了
（
ヌ
）
。
（
九
オ
8
）

○
王
ノ
合
戦
シ
ク
マ
フ
モ
如
（
ク
）
是
一
（
ノ
）
人
力
ナ
シ
。
二
二
十
九
オ
1
）

○
依
テ
迦
菓
仏
（
ノ
）
時
ヨ
リ
在
ミ
世
ミ
ニ
笥
習
。
三
十
八
オ
3
）

右
の
後
2
例
は
、
会
話
文
中
の
も
の
で
あ
る
。
使
用
頻
度
及
び
連
用
形
・
連
体
形
の
見
ら
れ
る
点
で
は
、
法
華
百
座
間
書
抄
に
比
べ
て
用
法
は
広

い
が
、
右
7
例
が
、
い
ず
れ
も
「
か
く
の
～
」
と
慣
用
的
な
表
現
法
で
あ
る
点
、
後
述
の
光
言
句
義
釈
聴
集
記
や
古
往
来
に
比
べ
て
、
用
法
は
狭

い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
な
お
「
如
く
な
り
」
は
皆
無
で
あ
る
。

「
や
う
な
り
」
は
4
例
あ
る
。
（
う
ち
、
「
そ
の
や
う
ニ
」
は
、
1
六
六
頁
に
既
掲
。
）

ナ
キ

○
利
刊
引
」
一
l
目
出
（
タ
）
キ
モ
ノ
ヲ
本
国
二
候
（
フ
）
父
母
ニ
ク
ワ
セ
ス
シ
テ
タ
へ
侯
（
へ
）
ハ
泣
侯
（
ヱ
也
。
（
八
ウ
4
）

○
本
国
ニ
チ
モ
利
刊
引
⇒
ヌ
ス
ヒ
ト
ナ
ル
カ
。
ノ
（
九
オ
5
）

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
に
つ
い
て

八
五
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と
、
慣
用
的
な
「
か
や
う
ニ
」
が
2
例
、
一
般
的
な
も
の
と
し
て
は
、
左
の
1
例
が
見
ら
れ
る
の
み
。

（樋）

○
墳
槌
（
上
云
（
フ
）
ハ
学
文
ス
ル
ニ
ハ
ヒ
ヲ
キ
ル
ヒ
キ
リ
ノ
ヤ
ウ
ニ
イ
ソ
キ
ス

へ
キ
也
。
（
三
ウ
l
）

4
例
と
も
に
連
用
形
「
～
ニ
」
と
あ
り
、
用
法
が
偏
っ
て
い
る
。
（
会
話
文
の
例
は
、
八
ウ
4
・
九
オ
5
の
2
例
。
）

三
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
に
つ
い
て

「
如
し
」
・
「
や
う
な
り
」
共
に
多
彩
で
あ
る
。
ま
た
、
「
如
き
な
り
」
も
認
め
ら
れ
る
。

ま
ず
、
「
如
し
」
　
の
中
、
慣
用
的
な
「
か
く
の
如
し
」
を
見
る
。

○
是
等
ヲ
司
書
ス
ル
事
ハ
此
ノ
御
中
ニ
ハ
カ
ナ
ハ
セ
姶
マ
シ
キ
ナ
リ
。
（
下
1
3
0
）

な
ど
、
連
用
形
が
過
半
数
の
1
9
例
を
占
め
、
う
ち
文
頭
に
立
つ
、

○
如
こ
ク
此
】
ノ
委
ク
義
ヲ
云
バ
サ
ラ
ム
ニ
ハ
余
也
。
（
上
聖

の
如
き
例
が
4
例
あ
る
。

終
止
形
（
4
例
）
　
の
一
例
は
、

カ
タ
キ

○
仏
ノ
形
木
等
モ
即
チ
如
二
（
シ
）
此
一
（
ノ
）
。
（
上
望

で
あ
る
。

連
体
形
「
如
キ
」
は
左
の
1
例
の
み
（
文
頭
）
。

コ
ツ

○
軸
司
事
ヲ
イ
ヱ
ハ
竺
不
骨
ト
云
シ
バ
テ
ニ
ハ
大
日
経
ノ
疏
ヲ
エ
二
行
ハ
天
台
宗
ノ
人
ナ
レ
ハ
用
意
ス
ヘ
シ
ト
云
ト
カ
ヤ
云
㌔
（
上
讐

「
如
キ
ノ
」
は
、

○
ア
マ
リ
初
心
ニ
ハ
如
（
キ
）
ノ
此
一
ノ
事
ヲ
パ
ケ
ニ
モ
聞
ク
マ
シ
キ
事
也
。

と
、
非
文
頭
が
3
例
、

（
上
4
5
6
）



○
嬰
（
キ
フ
些
ノ
法
ニ
ソ
ヒ
テ
信
ヲ
起
シ
智
ヲ
起
ス
ニ
カ
＼
ル
学
腎
鮮
璧
ヒ
ソ
メ
キ
テ
ヤ
ム
。
（
下
聖

な
ど
、
文
頭
に
立
つ
例
が
5
例
を
占
め
、
他
の
活
用
形
に
比
べ
て
異
色
で
あ
る
。
な
お
、
先
掲
「
如
二
（
キ
）
些
ノ
」
（
上
堕
の
例
に
つ
い
て
、
「
ノ
」

を
補
読
す
る
余
地
も
な
く
は
な
い
。

一
般
的
な
「
～
如
し
」
が
、
次
下
の
よ
う
に
多
数
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
述
二
文
献
に
比
べ
て
、
著
し
い
隔
り
を
思
わ
せ
る
。

「
～
如
し
」
は
、
「
～
ノ
如
し
」
と
「
～
ガ
如
し
」
と
に
大
別
さ
れ
る
。

1
　
「
～
ノ
如
し
」

（8）

「
ノ
」
の
上
接
語
は
、
す
べ
て
体
言
で
あ
る
。
「
ガ
」
の
上
接
語
が
、
す
べ
て
活
用
語
の
連
体
形
で
あ
る
の
と
対
立
的
で
あ
る
。

本
文
献
に
於
け
る
丁
ノ
如
し
」
に
は
、
終
止
形
と
連
体
形
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
終
止
形
は
5
例
あ
り
、
そ
の
一
例
を
左
に
掲
げ
る
。

○
答
、
草
木
等
二
向
テ
此
ノ
真
言
ヲ
詞
シ
カ
ク
ル
時
キ
、
其
ノ
草
木
全
林
皆
ナ
真
言
ト
ナ
ル
也
、
加
持
ノ
義
ハ
』
4
甥
。
（
上
3
7
5
）

と
こ
ろ
で
、
「
如
し
」
を
全
仮
名
表
記
し
た
も
の
が
1
例
あ
る
。

カ
ン
ナ

〇
一
切
法
不
生
ト
云
ハ
仮
名
カ
キ
ノ
物
ノ
コ
ト
シ
。
（
下
永
1
0
）

（9）

正
安
元
年
校
本
の
下
巻
巻
首
の
欠
落
箇
所
を
、
江
戸
中
期
書
写
の
永
弁
本
で
補
っ
た
部
分
に
こ
れ
が
見
ら
れ
る
。
（
永
弁
本
7
9
行
中
に
見
ら
れ
る
「
如

し
」
は
9
例
。
）

因
み
に
、
法
華
百
座
間
書
抄
で
は
、
全
例
と
も
仮
名
表
記
、
三
教
指
帰
注
で
は
、
仝
例
と
も
漢
字
表
記
、
古
往
来
で
は
、
附
訓
例
1
を
除
き
他

（10）

は
漢
字
表
記
と
な
っ
て
お
り
、
表
記
態
度
に
そ
れ
ぞ
れ
一
貫
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
右
の
永
弁
本
の
表
記
態
度

は
、
正
安
本
の
そ
れ
と
は
別
と
見
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。
（
も
と
よ
り
、
表
記
論
的
立
言
は
、
広
汎
な
調
査
結
果
に
基
く
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
け
れ
ど

も。）次
に
、
連
体
形
は
2
例
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
、
「
如
き
ノ
」
と
あ
る
。
一
例
は
、

○
若
シ
』
4
軸
判
パ
義
一
ッ
モ
カ
ケ
ハ
米
ノ
種
ナ
レ
ト
モ
ク
サ
リ
タ
ラ
ム
カ
如
シ
㌣
（
下
1
8
0
）

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

で
あ
る
。

他
の
1
例
は
、

○
凡
ハ
物
ノ
釈
ハ
其
ノ
経
宗
キ
マ
カ
ス
レ
ハ
、
深
キ
事
モ
ア
レ
バ
ク
、
シ
カ
ノ
如
キ
ノ
事
ト
モ
ハ
解
脱
御
房
モ
ホ
ツ
！
～
ト
仰
セ
ラ
ル
、
事
ト
モ
ハ

サ
モ
ア
ル
ラ
ム
。
（
上
4
1
9
）

と
、
「
カ
ノ
」
を
承
け
る
例
で
あ
る
。
右
を
「
か
の
如
し
」
の
例
と
見
る
な
ら
ば
、
五
文
献
申
唯
一
の
用
法
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
。
但
し
、

右
を
、
「
た
だ
（
唯
）
、
し
か
の
如
キ
ノ
」
と
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
「
し
か
の
如
し
」
　
の
例
と
な
る
。
（
「
ん
か
の
如
し
」
な
ら
ば
、
古
往
来
に
1
例
認

め
ら
れ
る
。
）

な
お
、
終
止
形
「
～
ノ
如
シ
」
で
文
頭
に
立
つ
も
の
が
1
例
あ
る
。
（
他
文
献
に
は
皆
無
。
）

コ

ノ

　

カ

○
法
身
ヲ
約
ス
レ
ハ
モ
ト
ヨ
リ
以
－
来
夕
仏
ト
同
鉢
也
餅
。
（
上
璧

割
注
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
本
文
を
直
接
承
け
た
特
殊
用
法
と
さ
れ
よ
う
。

2
　
「
－
ガ
如
し
」

「
が
如
し
」
は
、
す
べ
て
活
用
語
の
連
体
形
を
承
け
て
い
る
。
連
用
形
「
如
ク
」
は
2
例
、
う
ち
1
例
は
、
「
如
ク
シ
テ
」
と
あ
る
。

○
答
、
ウ
ト
ヲ
ト
ハ
仰
月
下
空
点
ト
ノ
ナ
カ
ヨ
ク
テ
合
セ
ラ
ル
、
カ
如
ク
ウ
ト
モ
ヲ
ト
モ
随
鉢
一
ヨ
マ
ル
、
也
云
も
　
（
下
永
日
讐

○
此
ノ
蓮
花
ノ
ケ
カ
レ
サ
ル
カ
如
ク
シ
テ
ア
ル
カ
ト
田
等
是
ヲ
愛
ス
ル
ニ
仏
界
二
蓮
花
ヲ
生
ス
。
（
上
讐

終
止
形
が
大
多
数
を
占
め
、
1
8
例
を
数
え
る
。

ツ
ナ

○
サ
レ
ハ
皆
ナ
我
鉢
ア
ラ
バ
レ
ス
、
タ
、
索
ヲ
ツ
ケ
テ
物
ニ
ヒ
カ
レ
ア
リ
ク
カ
如
シ
。

（性）

（
上
1
6
2
）

○
天
姓
ヲ
ウ
ケ
ヌ
モ
ノ
ハ
、
イ
カ
ニ
ヨ
キ
人
ノ
申
ス
事
ヲ
聞
ト
モ
如
法
ヤ
セ
カ
レ
タ
ラ
ム
モ
ノ
、
飯
モ
ク
ハ
ス
、
キ
モ
ノ
モ
ヰ
サ
ラ
ム
カ
如
シ
。

（
上
4
2
）

と
、
動
詞
・
助
動
詞
を
承
け
る
も
の
が
主
で
あ
る
。
形
容
詞
を
承
け
る
も
の
は
、
左
の
1
例
の
み
。



7
カ

○
平
等
性
智
ト
云
ハ
摩
尼
珠
ノ
垢
ナ
キ
カ
如
シ
。
（
上
響

連
体
形
「
如
き
」
は
、
左
の
1
例
で
あ
る
。

○
見
六
道
衆
生
貧
窮
無
福
恵
ト
云
力
如
キ

ハ
即
チ
凡
夫
ハ
此
ノ
平
等
性
智
二
食
0
（
平
）
ナ
ル
カ
故
二
極
メ
テ
貪
窮
也
。
（
上
2
5
0
）

「
か
く
の
如
く
な
り
」
「
～
如
く
な
り
」
も
、
い
く
ら
か
見
ら
れ
る
。

慣
用
的
な
「
か
く
の
如
く
な
り
」
に
つ
い
て
は
、
未
然
形
・
連
体
形
・
巳
然
形
が
、
各
」
例
認
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
」
文
中
に
用
い
ら
れ
セ
い

る
。
各
々
を
左
に
掲
げ
る
。

○
若
シ
実
二
如
ク
此
一
ノ
ナ
ラ
ス

ソ

ラ

コ

ト

ハ
虚
言
ナ
ル
ハ
如
何
。
（
下
1
2
0
）

○
因
明
疏
ニ
ソ
又
タ
、
矧
頚
世
間
ノ
八
ノ
コ
ト
ハ
ヲ
ヒ
ク
云
ミ
（
上
讐

○
…
…
我
力
覚
ノ
前
ニ
ハ
如
（
ク
）
此
つ
ナ
レ
ト
モ
、

如
夢
如
幻
ノ
衆
生
ノ
前
ハ
如
ク
此
】
ノ
ナ
ケ
レ
ハ
…
…
。
（
下
墜

一
般
的
な
「
～
如
く
な
り
」
は
4
例
あ
り
、
「
ノ
」
を
介
し
て
体
言
を
承
げ
、
「
ガ
」
を
介
し
て
連
体
形
を
承
け
る
点
で
、
「
如
し
」
と
等
し
い
。

未
然
形
は
1
例
で
、
「
ノ
如
ク
ナ
ラ
」
と
あ
る
。

モ

ノ

ケ

ヤ

ミ

　

キ

ッ

ネ

タ

ヌ

キ

　

　

　

　

　

コ

ク

○
タ
ト
ヒ
文
殊
師
利
安
セ
ス
ト
モ
如
此
理
ト
相
応
シ
ヌ
レ
ハ
物
気
病
ノ
野
守
裡
ナ
ケ
レ
ト
モ
極
シ
テ
死
昇
ル
カ
如
ク
ナ
ラ
ム
。

（
下
永
2
4
）

連
用
形
は
2
例
で
、
「
ノ
如
ク
ニ
」
「
ガ
如
ク
ニ
」
の
例
で
あ
る
。

○
物
ノ
文
点
ヲ
因
明
ナ
ン
ト
ノ
如
ク
ニ

ヲ
ヨ
ミ
モ
ツ
ク
ル
也
。
（
上
讐

ヨ
メ
ト
云
ハ
ム
こ
、
先
ッ
此
ノ
梵
字
ニ
テ
モ
コ
、
ニ
讐
原
文
梵
字
）
ノ
字
ノ
無
ラ
ム
ニ
向
ヒ
テ
為
ニ
ナ
ン
ト
云
字

ハ
シ

○
顕
宗
ノ
タ
＼
舌
ノ
端
二
懸
タ
ル
カ
如
ク
ニ
ハ
ス
へ
カ
ラ
ス
。

（
上
1
1
）

連
体
形
は
1
例
で
、
「
ガ
如
ク
ナ
ル
」
と
あ
る
。

ノ

ス

カ

タ

○
聾
へ
ハ
此
ノ
真
言
ヲ
詞
シ
ク
リ
説
ク
リ
シ
姶
フ
仏
ノ
オ
ハ
シ
マ
サ
バ
、
其
鉢
モ
見
ユ
へ
キ
こ
、
タ
、
説
テ
衆
生
界
へ
ナ
カ
シ
出
シ
臨
フ
ヲ
、

仏
ノ
実
二
説
キ
給
フ
ヲ
聞
力
如
ク
ナ
ル
支
度
ヲ
ハ
イ
カ
、
セ
ム
ス
ル
、

ト
云
二
其
ノ
支
度
ヲ
シ
テ
説
キ
給
フ
ナ
リ
。
（
上
響

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
二
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

以
上
、
「
如
し
」
と
「
如
く
な
り
」
と
に
つ
い
て
、
両
者
共
存
の
意
味
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

小
林
芳
規
博
士
の
御
研
究
に
よ
れ
ば
、
「
如
く
に
」
は
漢
籍
、
「
如
く
」
は
仏
書
の
訓
法
で
あ
り
、
漢
籍
で
も
、
藤
原
商
家
点
で
は
、
両
方
の

へ
H
）

訓
法
が
認
め
ら
れ
る
由
で
あ
る
。
連
体
法
の
、
「
か
く
の
如
き
ノ
」
と
「
か
く
の
如
く
な
る
」
と
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

次
に
、
「
や
う
な
り
」
に
つ
い
て
見
る
。
慣
用
的
な
「
か
や
う
な
り
」
と
共
に
、
一
般
的
な
「
～
や
う
な
り
」
が
、
計
2
4
例
見
え
る
。
（
「
い
か
や

う
」
の
例
は
見
え
な
い
。
）

「
か
や
う
」
　
は
、
連
用
形
「
～
ニ
」
が
1
例
見
え
る
。
（
法
華
首
座
3
例
、
三
教
指
帰
注
2
例
、
い
ず
れ
も
「
～
ニ
」
で
あ
る
。
）

ト

ム

セ

イ

○
シ
．
（
平
）
‥
ハ
（
上
淘
）
シ
．
（
平
）
タ
、
召
知
リ
ナ
ハ
、
イ
ト
マ
ア
リ
テ
遁
世
ハ
誠
ニ
シ
ツ
カ
一
二
ア
所
作
ア
ル
へ
シ
。
（
下
1
2
5
）

一
般
的
な
「
～
や
う
な
り
」
が
2
3
例
を
占
め
、
用
法
上
の
幅
広
さ
も
、
「
如
し
」
に
比
肩
す
る
も
の
が
あ
る
。
相
違
点
と
し
て
は
、
連
体
形
を

承
け
る
際
、
「
ガ
」
を
介
さ
な
い
こ
と
、
「
同
じ
」
を
承
け
る
例
が
い
く
ら
か
見
ら
れ
る
こ
と
（
古
本
説
話
集
で
も
同
様
）
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

未
然
形
「
や
う
ナ
ラ
」
が
2
例
あ
る
。
と
も
に
、
助
動
詞
「
む
」
に
続
い
て
い
る
。

ツ
チ
キ

○
モ
ト
ヨ
リ
土
木
ノ
ヤ
ウ
ナ
ラ
ム
モ
ノ
バ
、

キ
也
。
（
上
3
8
3
9
）

イ
ク
ラ
オ
ス
ト
モ
、
カ
ナ
ハ
シ
、
一
ヲ
聞
テ
十
ヲ
知
ト
云
ヤ
ウ
ナ
ラ
ム
ハ
、
ヤ
ス
ク
ソ
タ
チ
ヌ
へ

（12）

連
用
形
「
や
う
ニ
」
が
過
半
数
を
占
め
る
。
（
1
3
例
）

○
報
恩
心
ト
云
テ
、
其
ノ
俗
、
其
ノ
女
房
ノ
我
二
能
ク
ア
タ
リ
ク
リ
シ
ト
云
テ
、
其
ノ
報
恩
セ
ム
〈
ト
イ
エ
バ
、

ス
ル
ホ
ト
こ
、
心
ニ
イ
ト
マ
ナ
ク
テ
仏
道
修
行
ノ
サ
ハ
リ
ト
ナ
ル
也
。
（
上
4
8
）

ア
マ
リ
物
ヲ
キ
リ
ク
ム
ヤ
ウ
ニ
案

連
用
形
と
し
た
も
の
の
う
ち
、
2
例
は
、
「
や
う
ニ
テ
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
古
本
説
話
集
に
も
認
め
ら
れ
る
。
光
言
句
義
釈
聴

集
記
で
の
一
例
は
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

○
此
ノ
心
ノ
性
ハ
脇
足
ハ
シ
ノ
様
ニ
テ
ア
ル
ニ
非
ス
、
前
ノ
四
誘
ヲ
離
テ
不
思
議
ニ
テ
有
ト
云
ハ
即
チ
自
性
清
浄
心
ニ
テ
ア
ル
ナ
リ
。
（
下
璧



終
止
形
は
3
例
あ
る
。
一
例
は
、

○
海
憧
比
丘
ニ
ソ
カ
、
ル
コ
ト
ハ
ア
ル
、
刊
．
」
当
日
」
司
瑚
ぷ
3
割
当
惑
到
引
用
釈
ノ
ヤ
ウ
ナ
リ
。
（
下
讐

「
同
じ
」
を
承
け
る
例
も
あ
る
。

○
サ
レ
ハ
我
ト
云
モ
人
ト
云
モ
五
萬
ハ
矧
』
呵
利
男
。
（
上
讐

連
体
形
は
、
「
同
じ
」
を
承
け
る
も
の
1
例
の
ほ
か
3
例
が
認
め
ら
れ
る
。
一
例
は
、

○
是
カ
ヤ
ウ
ナ
ル
コ
ト
ソ
、

シ
ヨ

真
言
ノ
義
ナ
ル
へ
シ
ト
恩
テ
チ
、
ト
如
此
壷
セ
ル
人
ノ
用
二
恩
フ
事
ハ
、
我
又
用
モ
ナ
シ
。
（
上
響

（
コ
レ
）

で
あ
る
。
右
は
、
「
是
カ
」
と
、
「
カ
」
を
と
っ
て
い
る
。
「
如
し
」
「
如
く
な
り
」
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
用
法
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

巳
然
形
は
、
左
の
1
例
の
み
。

エ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

メ

マ

ホ

ロ

O
「
我
法
タ
ニ
」
（
永
弁
本
）
空
ナ
ラ
バ
此
ノ
功
徳
ヲ
得
ツ
へ
キ
ヲ
妄
情
ノ
前
へ
ハ
夢
幻
シ
ノ
ヤ
ウ
ナ
レ
ト
モ
我
法
ヲ
執
シ
テ
ホ
ッ
ト
中
二
生
ル
レ
ハ
十
方
界

立
ス
。
（
下
讐

以
上
、
用
例
数
に
お
い
て
「
如
し
」
に
は
や
や
劣
る
も
の
の
、
位
相
を
異
に
す
る
「
や
う
な
り
」
が
こ
の
よ
う
に
共
存
し
て
い
る
事
実
を
、
ど

う
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

（13）

本
文
献
に
は
、
和
語
に
声
点
の
付
さ
れ
た
も
の
が
、
合
計
4
5
箇
所
見
ら
れ
る
。
今
、
試
み
に
、
「
如
し
」
「
如
く
な
り
」
と
「
や
う
な
り
」
と
の

相
関
々
係
を
調
査
し
て
み
る
と
、
左
の
如
き
結
果
が
得
ら
れ
る
。

l
　
声
点
付
和
語
が
「
如
し
」
「
如
く
な
り
」
・
「
や
う
な
り
」
と
同
一
文
中
に
共
存
す
る
比
率

ア
如
し
・
如
く
な
り
…
…
…
7
・

6
％

イ
や
う
な
り
…
…
‥
…
…
…
2

0
・
8
％

2
同
一
文
中
及
び
直
前
直
後
の
一
文
中
に
共
存
す
る
比
率

ア
…
…
1

3
・
8
％
イ
…
…
4
1
・

7
％

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
に
つ
い
て

九
一
′



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

右
か
ら
、
1
・
2
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
芦
点
付
和
語
と
「
や
う
な
り
」
と
の
共
存
率
が
「
如
し
」
「
如
く
な
り
」
の
そ
れ
の
約
三
倍
を
占
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

明
恵
上
人
関
係
の
聞
書
資
料
に
は
、
声
点
付
和
語
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
和
語
に
共
通
す
る
性
格
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
於

（

1

。

ご

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

膵

こ

け
る
口
語
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
「
如
し
」
も
、
築
島
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
所
謂
訓
読
語

と
は
言
っ
て
も
、
訓
読
語
の
中
で
は
相
当
に
日
常
語
に
近
い
類
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
先
掲
ア
の
数
値
か
ら
見
て
も
、

首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
「
如
し
」
は
、
割
注
の
中
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
「
や
う
な
り
」
に
は
そ
れ
が
な
い
4
こ
の
こ
と
も
、
両
者
の
語
性
の
異
な
り

を
知
る
一
指
標
と
な
ろ
う
。

「
や
う
」
の
表
記
に
つ
い
て
付
言
す
る
。

「
や
う
」
は
、
「
ヤ
ウ
」
と
仮
名
表
記
さ
れ
る
の
が
一
般
で
、
「
様
」
と
あ
る
の
は
2
例
に
過
ぎ
な
い
。
（
巻
下
の
ほ
ぼ
申
ほ
ど
、
下
1
6
7
聖
）
こ
の
表

記
態
度
は
、
「
如
し
」
「
如
く
な
り
」
と
、
ま
さ
に
裏
は
ら
の
関
係
に
な
ノ
る
。
「
如
」
と
「
や
う
」
の
表
記
態
度
の
対
立
を
、
「
如
し
」
と
「
や
う
な
．

り
」
と
の
語
性
の
対
立
に
結
び
つ
け
る
の
は
、
あ
な
が
ち
牽
強
附
会
の
説
と
も
言
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
も
あ
れ
、
本
文
献
が
、
「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
と
を
併
用
す
る
、
奥
色
の
文
献
で
あ
る
壱
い
う
事
実
接
動
か
な
い
。

「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
と
が
、
対
立
す
る
叱
終
ら
ず
、
相
互
交
瀧
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
左
の
一
例
に
よ
っ
て
も
理
解
さ
れ
よ
う
。

○
大
智
明
白
。
ナ
リ
ヌ
レ
ハ
虚
空
界
ヲ
ハ
シ
リ
ア
ル
ク
ニ
l
列
』
）
一
所
融
雪
当
期
「
功
刀
l
判
列
司
刺
引
．
1
司
我
力
党
ノ
前
ニ
ハ
習
ト
モ
、
如
夢

ク

　

ノ

如
幻
ノ
衆
生
ノ
前
ハ
如
此
】
ナ
ケ
レ
ハ
…
…
。
（
下
1
3
5
讐

類
例
は
上
5
4
8
5
4
9
に
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
「
や
う
な
り
」
が
、
「
か
く
の
如
し
」
と
い
う
慣
用
的
な
表
現
法
と
共
存
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。



四
、
高
山
寺
本
古
往
来
に
つ
い
て

高
山
寺
本
古
往
来
の
「
類
同
・
例
示
」
の
表
現
法
は
、
「
如
し
」
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
後
述
の
古
本
説
話
集
と
対
照
的
で

あ
る
。
但
し
、
「
や
う
」
の
痕
跡
も
見
ら
れ
な
く
は
な
い
。
次
の
2
例
の
「
こ
と
や
う
な
り
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

○
…
…
大
文
ノ
鹿
ノ
肩
抜
ノ
沓
、
沢
渡
ノ
左
巻
左
欝
等
、
別
様
ナ
リ
ト
讐
モ
）
．
弊
所
二
有
ル
〔
者
也
〕
。
（
1
7
。
）

シ
、
　
　
カ
タ
ヌ
キ
　
　
ク
ツ
　
　
サ
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ヤ
ウ

コ
ト
ヤ
ウ

○
件
（
ノ
）
別
様
ノ
馬
－
ヲ
以
こ
（
テ
）
、
奉
二
倍
】
　
（
ス
）
可
三
シ
。
（
讐

「
こ
と
や
う
」
は
、
他
四
文
献
に
見
え
な
い
語
形
で
あ
る
。
語
義
上
は
「
同
じ
や
う
」
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
語
構
成
は
ま
っ
た
く
別
で

あ
り
、
同
日
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。

「
如
し
」
3
3
例
の
中
、
慣
用
的
な
「
か
く
の
如
し
」
が
1
6
例
を
占
め
る
。

連
用
形
は
な
く
、
終
止
形
が
1
例
見
え
る
。
連
用
形
が
皆
無
で
あ
る
の
は
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
と
大
き
く
隔
た
る
点
で
あ
る
。
終
止
形
の
例

は
、
文
章
末
尾
に
使
用
さ
れ
た
左
の
も
の
で
あ
る
。

ヤ

　

　

　

　

　

ヲ

モ

フ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

カ

ワ

テ

エ

○
速
カ
ニ
此
（
ノ
）
趣
】
ヲ
以
（
テ
）
重
（
ネ
）
テ
仰
（
セ
）
遣
ス
者
レ
ハ
、

国
宣
此
二
ノ
）
如
シ
、
乞
ウ
也
之
ヲ
悉
シ
テ
畢
吉
。
（
聖

連
体
形
は
、
「
か
く
の
如
き
ノ
」
が
1
5
例
で
、
「
か
く
の
如
き
ナ
ル
」
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。

セ

　

レ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

ハ

タ

　

ト

〇
両
ミ
ニ
責
メ
陵
シ
テ
、
色
ミ
ニ
徹
り
取
ル
、

な
ど
と
あ
る
。

此
↓
　
（
ノ
）
如
（
キ
）
ノ
苛
法
之
問
、
百
姓
、
悉
（
ク
）
散
シ
、
官
物
、
多
（
ヱ
成
欠
。
｛
1
3
0
）

カ

　

バ

ウ

　

ノ

　

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

滅

）

カ

ム

連
用
形
「
か
く
の
如
ク
」
は
皆
無
で
あ
っ
た
が
、
「
し
か
の
如
ク
」
が
1
例
見
ら
れ
る
。

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

カ

　

コ

ト

○
若
（
シ
）
、
被
物
ノ
〔
之
〕
用
意
へ
有
二
ル
可
三
ク
侍
臼
リ
シ
、
然
ノ
如
ク

チ
ン
シ
ヨ
ク

テ
恥
辱
有
こ
（
ラ
）
　
ム
款
。
（
1
8
2
）

シ

　

タ

ク

ナ

　

　

　

　

　

　

（

干

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

（
ノ
）
　
〔
之
〕
支
度
無
ク
ワ
、
〔
干
〕
其
（
ノ
）
処
二
臨
ム
テ
、
定
（
メ
）

「
し
か
」
の
語
形
は
、
法
華
百
座
や
光
言
旬
義
釈
に
も
見
ら
れ
る
が
、
「
如
し
」
と
結
び
つ
い
た
も
の
は
他
に
例
を
見
な
い
。
こ
れ
も
、
注
目
す
べ

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
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き
一
例
と
さ
れ
よ
う
。

次
に
、
一
般
的
な
「
～
如
し
」
を
見
る
。

連
用
形
「
如
ク
」
が
4
例
、
う
ち
、
「
ノ
如
ク
」
が
3
例
、

カ

　

　

　

　

キ

ム

○
但
（
シ
）
件
（
ノ
）
殿
〔
於
〕
殿
上
三
近
こ
ウ
シ
テ
君
達

「
ガ
如
ク
」
が
1
例
で
あ
る
。

ク

ラ

ム

L

r

l

蔵
人
雲
－
ノ
如
ク
集
ハ

シ

カ

　

　

ヘ

リ
来
ラ
ム
ニ
然
一
ル
可
キ
処
二
尤
二
シ
。
（
3
7
3
）

ヲ
シ

○
若
（
シ
）
只
今
看
ニ
ル
〔
之
〕
由
三
ヲ
以
テ
執
（
リ
）
申
（
サ
）
　
ハ
、
定
（
メ
）
テ
惜
ミ
申
一

（

ク

）

　

ス

イ

　

　

　

　

　

　

レ

（
ス
）
カ
如
二
シ
、
推
量
シ
給
（
ハ
）
被
こ
ム
牧
。

（
墜
（
瑠
議
論
岬
慧
藷
等

右
の
第
二
例
に
は
「
如
シ
」
と
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
す
る
に
、
「
如
く
」
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

終
止
形
は
、
「
ノ
如
シ
」
6
例
、
「
ガ
如
シ
」
2
例
で
あ
る
。
各
々
一
例
を
左
に
掲
げ
る
。

ウ

′

ン

ノ

　

　

　

丁

′

力

　

．

1

0
奉
君
之
這
、
宛
モ
水
鳥
一
ノ
如
二
シ
、
敢
エ

シ

　

ツ

イ

エ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

テ
私
ノ
費
一
ヲ
恩
二
フ
可
三
（
カ
）
　
ラ
不
四
（
塑

エ

ツ

　

　

ス

○
謹
言
　
日
来
（
ノ
）
〔
之
〕
問
久
（
シ
ク
）
奉
謁
t
セ
不
、
鬱
望
（
ノ
）
〔
之
〕
至
り
、

セ
イ歳

月
二
プ
劃
討
力
如
三
シ
。

（390）

連
体
形
は
、
「
ガ
如
キ
」
が
2
例
（
と
も
に
、
係
助
詞
「
は
」
に
続
く
。
）
で
、
「
ノ
如
キ
」
は
な
い
。
「
如
キ
」
の
一
例
は
、

カ

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

シ

ン

○
抑
、
命
ヲ
被
ル
カ
如
キ
ハ
〔
者
〕
、
件
（
ノ
）
人
ノ
其
（
ノ
）
近
親
、
当
国
二
有
ル
〔
之
〕
由
㌣
（
讐

で
あ
る
。
光
言
句
義
釈
聴
集
記
の
「
如
キ
」
は
、
す
べ
て
格
助
詞
「
の
」
に
続
い
て
連
体
格
に
立
つ
用
法
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
古
往
来
の

は
、
係
助
詞
「
は
」
に
続
い
て
主
格
に
立
つ
用
法
で
あ
る
。
但
し
、
古
往
来
に
も
、
「
か
く
の
如
き
ノ
」
は
多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
右

の
相
違
は
、
偶
然
の
こ
と
と
す
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

「
か
く
の
如
く
な
り
」
は
皆
無
で
あ
っ
た
が
、
一
般
的
な
丁
如
く
な
り
」
は
、
連
用
形
「
如
く
ニ
」
が
1
例
認
め
ら
れ
る
。

（

タ

ト

ヒ

）

フ

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゥ

　

　

　

　

　

　

ゥ

コ

ハ

シ

　

　

　

　

ス

○
縦
、
鞭
二
プ
以
テ
ニ
得
ク
カ
如
ニ
（
ク
）
ニ
其
ノ
馬
（
ヲ
）
打
】
ッ
ト
云
ニ
（
フ
ト
モ
）
、
動
キ
走
一
ル
可
（
カ
）
ラ
不
。
（
型

な
お
、
「
如
キ
ン
バ
」
と
い
う
の
が
、
た
だ
1
例
で
は
あ
る
が
、
左
例
の
如
く
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
須
ラ
ク
先
ツ
命
】
ノ
聞
エ
ノ
如
こ
キ
ン
ハ
、
事
ノ
由
ヲ

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

レ

〔
於
〕
非
違
ノ
別
当
殿
二
一
申
二
シ
、
井
（
ヒ
ニ
）
宮
人
等
三
触
l
示
シ
テ
、
謹
（
ム
テ
）

こ



タ

ヽ

　

　

　

サ

シ

メ

乳
テ
シ
申
令
ム
《
須
》
　
〔
也
〕
。
（
8
8
）

ヘ
シ
三

他
四
文
献
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ぬ
、
貴
重
な
一
例
と
さ
れ
る
。

五
、
古
本
説
話
集
に
つ
い
て

平
仮
名
文
資
料
で
は
あ
る
が
、
以
上
四
文
献
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に
、
古
本
説
話
集
の
状
況
に
つ
い
て
も
概
観
し
て
お
く
。

本
文
献
の
「
類
同
・
例
示
」
　
の
表
現
法
が
「
や
う
な
り
」
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
言
う
ま
で
も
な
い
。
中
で
、
「
如
し
」

が
1
例
見
ら
れ
る
。

た
か
つ
か
さ
ど
の
　
　
う
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
へ

○
鷹
司
殿
ゝ
上
、
大
殿
の
上
も
み
な
ま
い
り
給
へ
り
。
か
く
の
ご
と
く
四
五
日
が
ほ
ど
、
こ
ぞ
り
て
ま
い
り
集
う
ほ
ど
に
、
聖
の
夢
に
、
こ

（16）

の
牛
い
ふ
や
う
…
…
。
（
二
六
九
⑨
）

五
文
献
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
る
、
慣
用
的
な
「
か
く
の
如
し
」
　
で
あ
る
。

他
は
す
べ
て
「
や
う
な
り
」
　
で
あ
る
。

ま
ず
、
慣
用
的
な
「
か
や
う
な
り
」
で
は
、
連
用
形
「
か
や
う
に
」
が
5
例
、
そ
の
一
例
は
、

は

じ

め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

○
初
つ
方
は
、
刑
や
嘲
引
叫
心
ざ
L
も
な
き
様
に
見
え
た
れ
ど
…
…
。
（
三
六
④
）

で
あ
る
。

連
体
形
「
か
や
う
な
る
」
は
な
く
、
連
体
法
は
す
べ
て
「
か
や
う
ノ
」
で
あ
る
。
三
教
指
帰
注
・
光
言
句
義
釈
・
古
往
来
で
の
、
「
か
く
の
如

き
ノ
」
に
対
応
す
る
表
現
法
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
左
に
一
例
を
掲
げ
て
お
く
。

O
「
こ
の
人
！
＼
は
叫
刊
引
例
わ
ざ
す
こ
し
す
」
と
き
こ
し
め
し
た
る
に
や
あ
ら
ん
…
…
。
（
二
〇
①
）

（
「
か
や
う
ノ
」
は
、
他
四
文
献
に
は
皆
無
。
）

「
か
や
う
」
に
続
く
慣
用
的
な
も
の
と
し
て
、
他
に
、
「
さ
や
う
」
と
「
い
か
や
う
」
と
が
あ
る
。

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

「
さ
や
う
」
で
は
、
「
さ
や
う
ニ
（
テ
）
」
が
2
例
、
「
さ
や
う
ノ
」
が
3
例
あ
る
。

「
い
か
や
う
」
で
は
、
「
い
か
や
う
ニ
（
テ
）
」
が
3
例
あ
る
。

右
の
い
ず
れ
も
、
他
四
文
献
に
は
存
し
な
い
。
本
文
献
の
「
や
う
な
り
」
（
尤
も
、
終
止
形
は
皆
無
で
あ
る
が
）
の
用
法
の
幅
広
さ
を
物
語
っ
て
い

る
。次

に
、
一
般
的
な
「
や
う
な
り
」
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

体
言
を
承
け
る
も
の
は
、
す
べ
て
「
～
ノ
や
う
」
と
あ
っ
て
、
「
～
ガ
や
う
」
と
あ
る
も
の
は
な
い
。

連
用
形
「
～
ノ
や
う
ニ
」
が
1
3
例
（
五
八
⑤
は
か
）
、
連
体
形
「
～
ノ
や
う
ナ
ル
」
が
3
例
（
二
三
二
㊥
は
か
）
で
あ
る
。

活
用
語
の
連
体
形
を
承
け
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
（
1
8
例
）
こ
れ
ら
が
「
ノ
」
も
「
ガ
」
も
と
ら
ぬ
こ
と
は
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
の
場
合
に

等
し
い
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
～
や
う
ニ
」
と
、
連
用
形
で
あ
る
。
（
一
九
八
⑨
ほ
か
）

「
同
じ
」
を
承
け
る
例
は
、
光
言
旬
義
釈
に
比
べ
て
遥
か
に
多
い
。
（
「
同
じ
や
う
ニ
」
が
9
例
－
二
三
㊥
ほ
か
、
「
同
じ
や
う
ナ
ル
」
が
1
例
l
七
四

⑤
。
後
者
は
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
に
な
し
。
）

特
殊
な
用
法
と
し
て
、
格
助
詞
「
と
」
を
承
け
る
も
の
が
1
例
見
ら
れ
る
。

（

と

の

）

　

　

　

　

　

　

お

は

○
…
…
殿
1
「
…
」
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
．
「

の
が
　
　
　
（
し
）
給
へ

」
と
や
う
に
、
い
み
じ
く
逃
れ
申
　
せ
　
ど
…
…

。
（
二
三
⑤
）

以
上
を
通
じ
て
、
一
般
的
な
「
～
や
う
」
に
於
い
て
、

文
献
に
於
い
て
聯
か
奇
異
な
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。

終
止
形
丁
や
う
ナ
リ
」
が
一
例
も
見
え
な
い
こ
と
は
、
「
や
う
」
を
基
調
と
す
る
本

（
光
言
句
義
釈
に
は
3
例
あ
っ
た
。
）
「
如
し
」
「
如
く
な
り
」
と
「
や
う
な
り
」
と
を
、
単
に

対
立
す
る
も
の
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
当
期
の
文
献
に
あ
っ
て
は
実
情
に
合
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
更
に
微
視
を
進
め
れ

ば
、
活
用
形
（
用
法
）
ご
と
の
比
較
検
討
が
要
請
さ
れ
る
。



お

　

わ

　

り

　

に

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
「
類
同
・
例
示
」
の
表
現
法
は
、
文
献
に
よ
り
、
「
如
し
」
「
如
く
な
り
」
に
偏
す
る
も
の
、
「
や
う
な
り
」
に
偏
す
る
も

の
、
両
者
を
共
有
す
る
も
の
等
、
単
純
一
様
で
な
い
こ
と
の
一
端
は
明
ら
か
に
し
得
た
か
と
恩
う
。
そ
れ
し
て
も
、
三
教
指
帰
注
に
見
ら
れ
た

「
そ
の
や
う
に
」
は
、
当
期
に
あ
っ
て
異
色
を
放
つ
一
例
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
「
か
や
う
」
か
ら
「
こ
の
や
う
」
、
「
さ
や
う
」

か
ら
「
そ
の
や
う
」
、
「
い
か
や
う
」
か
ら
「
ど
の
や
う
」
が
生
ま
れ
て
く
る
（
或
い
は
交
替
す
る
）
国
語
史
上
で
の
歩
み
は
、
複
雑
な
も
の
が
あ
っ

た
ろ
う
と
推
測
す
る
。

「
か
く
（
か
う
）
」
と
「
か
く
の
如
く
（
に
）
」
・
「
か
や
う
に
」
と
も
、
表
現
論
的
に
は
、
深
く
関
わ
り
合
う
も
の
で
あ
ろ
う
（
因
み
に
、
「
か
く
（
か

う
）
」
は
、
五
文
献
中
、
高
山
寺
本
古
往
来
の
み
不
存
。
）

以
上
の
こ
と
は
、
す
べ
て
継
続
課
題
と
し
て
、
次
稿
に
委
ね
た
い
と
考
え
る
。

23456

山
田
孝
雄
博
士
『
漢
文
の
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
た
る
語
法
』
（
昭
和
十
年
五
月
　
宝
文
館
）

堀
田
要
治
氏
「
如
シ
と
様
ナ
リ
と
か
ら
見
た
今
昔
物
語
集
の
文
章
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
1
8
ノ
1
0
　
昭
和
十
六
年
十
月
）

宮
田
和
「
郎
氏
「
古
典
文
学
と
そ
の
用
語
」
　
（
古
典
文
学
1
9
6
）

築
島
裕
博
士
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
（
昭
和
三
十
八
年
三
月
　
東
京
大
学
出
版
会
）

大
坪
併
治
博
士
「
訓
点
語
に
お
け
る
『
ど
と
し
』
の
用
法
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
2
8
　
昭
和
三
十
九
年
四
月
）

接
芳
岩
音
『
酎
軸
撃
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
（
昭
和
五
十
五
年
八
月
武
蔵
野
書
院
）

注
1
諸
論
文
並
び
に
、
築
島
裕
博
士
『
平
安
時
代
語
新
論
』
（
昭
和
四
十
四
年
六
月
　
東
京
大
学
出
版
会
）

注
3
に
同
じ
。

小
林
芳
規
博
士
「
国
語
史
研
究
資
料
と
し
て
の
法
華
首
座
開
音
抄
」
（
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』
所
収
　
昭
和
五
十
年
三
月
　
武
蔵
野
書
院
）

説
経
場
面
と
説
話
場
面
と
で
の
用
語
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
注
5
引
用
書
研
究
篇
所
収
の
、
来
田
隆
氏
論
文
及
び
拙
稿
参
照
。

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
「
如
し
」
と
「
や
う
な
り
」
に
つ
い
て



（7）（8）（9）（10）（11）（12）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

金
田
一
春
彦
博
士
地
福
『
平
家
物
語
総
索
引
』
（
昭
和
四
十
八
年
四
月
　
学
習
研
究
社
「
で
調
査
す
る
と
、
「
如
し
」
1
5
1
例
、
「
如
く
な
り
」
3
6
例
、
「
や
う

な
り
」
1
1
0
例
を
数
え
る
。

春
日
政
治
博
士
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
（
昭
和
四
十
四
年
九
月
復
刊
の
勉
誠
社
販
に
拠
る
。
）

『
光
言
旬
義
釈
聴
集
記
』
本
文
凡
例
（
小
林
芳
規
博
士
執
筆
）
参
照
。

小
林
芳
規
博
士
「
国
語
史
料
と
し
て
の
高
山
寺
本
古
往
来
」
（
高
山
寺
資
料
叢
書
二
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
所
収
　
昭
和
五
十
年
三
月
　
東
京

大
学
出
版
会
）

小
林
芳
規
博
士
『
晰
飯
弊
紙
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
（
昭
和
四
十
二
年
三
月
東
京
大
学
出
版
会
）

こ
の
「
イ
ク
ラ
」
も
、
こ
の
用
法
と
し
て
は
、
古
例
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

金
子
彰
氏
の
調
査
に
拠
る
。
（
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
補
註
）

小
林
芳
規
博
士
『
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
』
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
3
0
特
輯
号
3
　
昭
和
四
十
六
年
三
月
）

注
1
所
引
の
築
島
博
士
の
御
著
書
8
7
7
頁
参
照
。

（
空
　
山
内
洋
一
郎
氏
編
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
（
昭
和
四
十
四
年
四
月
　
風
間
重
畳
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。

〔
後
記
「
本
稿
の
作
成
に
当
っ
て
は
、
終
始
、
小
林
芳
規
先
生
の
御
指
導
と
お
励
ま
し
と
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。




